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去
る
４
月
２
２
日(

日)

午
前

９
時
３
０
分
か
ら
自
治
会
館
に

お
い
て
定
期
総
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

総
会
は
前
年
よ
り
若
干
多
い

１
９
９
名
（
委
任
状
７
１
８
名
）

の
出
席
と
な
り
ま
し
た
。 

内
田
会
長
の
挨
拶
に
始
ま
り
、

河
野
議
長
の
司
会
に
よ
り
４
件

の
議
案
が
審
議
さ
れ
、
平
成
２

３
年
度
の
活
動
報
告
と
会
計
報

告
並
び
に
平
成
２
４
年
度
の
活

動
議
案
が
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

 

平
成
２
３
年
度
の
活
動
報
告

に
つ
い
て
は
、
概
要
を
内
田
会

長
か
ら
、
各
専
門
部
活
動
を
専

門
部
部
長
か
ら
、
会
計
に
関
し

て
は
、
担
当
副
会
長
の
中
込
氏

よ
り
、
報
告
が
あ
り
、
承
認
さ

れ
ま
し
た
。 

そ
の
後
、
平
成
２
３
年
度
の

本
部
役
員
の
解
任
が
あ
り
ま
し

た
。 

   退
任
役
員
代
表
挨
拶 

 
 

 
 

 

久
保
田
前
副
会
長 

 

今
回
退
任
す
る
本
部
役
員
を

代
表
し
て
ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
私
た
ち
の
体
制
で

発
足
し
た
の
が
、
１
年
前
の
痛

ま
し
い
東
日
本
大
震
災
の
直
後

で
し
た
。
世
間
が
一
斉
に
自
粛

ム
ー
ド
と
な
り
、
私
た
ち
の
「
夏

ま
つ
り
」
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
開

催
に
つ
い
て
、
ど
う
対
応
し
て

行
く
か
頭
を
悩
ま
し
て
い
ま
し

た
が
、
そ
の
う
ち
に
、
こ
の
ま

ま
萎
縮
し
て
い
て
は
被
災
地
に

元
気
を
と
ど
け
ら
れ
な
い
の
で

は
と
世
間
の
考
え
も
変
わ
っ
て

き
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
桜
台
自

治
会
と
し
て
も
今
ま
で
ど
お
り
、

今
ま
で
以
上
に
頑
張
っ
て
い
る

姿
を
見
せ
よ
う
と
考
え
、
こ
の

１
年
間
活
動
し
て
き
ま
し
た
。 

旧
役
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
非

常
に
大
変
な
中
一
緒
に
仕
事
を

し
て
い
た
だ
い
た
こ
と
に
深
く

感
謝
し
て
い
ま
す
。
私
た
ち
は

今
日
を
か
ぎ
り
に
一
会
員
に
な

り
ま
す
が
、
会
長
の
お
話
に
も

あ
っ
た
と
お
り
、
こ
れ
か
ら
も
、

平
成
２
４
年
度
（
第
３
２
期
）

定 

期 

総 

会 

開 

催 
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自
治
会
活
動
を
側
面
か
ら
バ
ッ

ク
ア
ッ
プ
で
き
た
ら
良
い
な
と

思
っ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
お
集

ま
り
の
皆
さ
ま
も
、
安
全
で
安

心
の
美
し
い
町
創
り
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
も
と
結
集
し
、
桜
台
自

治
会
を
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き

た
い
と
思
い
ま
す
。
１
年
間
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

    

引
き
続
き
、
平
成
２
４
年
度

の
本
部
役
員
の
改
選
が
行
わ
れ
、

昨
年
に
引
き
続
き
、
会
長
は
内

田
信
宣
氏
が
、
副
会
長
は
西
村

俊
秀
氏
（
総
務
）
、
鈴
木
哲
司
氏

（
企
画
）
、
宮
崎
栄
氏
（
会
計
）
、

藤
田
富
紀
子
氏
（
防
災
）
の
各

氏

と
報
告
さ
れ
ま
し
た
。 

ま
た
、
各
地
区
長
、
理
事
の

紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

  

    

                      

続
い
て
、
平
成
２
４
年
度
活

動
方
針
及
び
専
門
部
活
動
計
画 

概
要
に
つ
い
て
内
田
会
長
か
ら

説
明
が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し

た
。 

                     

平
成
２
４
年
度
の
基
本
計
画

と
そ
の
た
め
の
具
体
的
活
動
の

概
要
を
図
に
示
し
ま
す
。 

 

 

     

平
成
２
４
年
度
の
会
計
予
算

が
宮
崎
担
当
副
会
長
よ
り
説
明

が
あ
り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

総

会

で

承

認

さ

れ

た

平

成

2
４

年
度
会
計
予
算
の
概
要
で

す
。 

新
役
員
の
改
選 

平
成
２
４
年
度 

行
動
計
画 

★★ スローガン ★★ 

 

みんなで創る 安全で安心の 美しい町  

 

・ともに支えあうまち ： 助け合う地域社会をめざして 

・ともに育むまち ： 温かい心と未来を託す人づくりをめざして 

・ともに培うまち ： 人と自然が調和したまちをめざして 

・ともに創造するまち ： 個性あふれる安全な町をめざして 

計画推進のため 

１．情 報 の共 有 化 を図 り全 員 参 加 の活 動 を推 進 すること。 

２．経 費 節 減 に努 めること。 

３．行 政 、近 隣 町 会 （地 域 ）との協 働 を推 進 すること。 

４．ボランティア活 動 の支 援 を積 極 的 に行 うこと。 

５．世 代 間 交 流 を図 ること。 

６．自 治 会 館 の効 率 的 活 用 を図 ること。 

平
成
２
４
年
度 

会
計
予
算
の
概
要 

深 城 池 周 辺 の 桜  
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【
収
入
】 

収
入
総
額
が
１
０
９
０
万
円

の
予
算
で
あ
り
、
１
２
４
０
世

帯
分
の
自
治
会
費
と
入
会
金
と

の
収
入
７
４
５
万
円
が
自
治
会

の
主
要
な
収
入
源
に
な
っ
て
い

ま
す
。 

市
原
市
か
ら
の
補
助
金
は
、

「
防
犯
灯
に
関
す
る
も
の
」
が

９
８
万
円
、
「
行
政
協
力
金
交

付
金
」
が
４
５
万
円
、
公
園
清

掃
の
「
公
園
愛
護
活
動
協
力
金
」

３
６
万
円
の
合
計
１
７
９
万
円

で
す
。 

他
の
収
入
は
、
会
館
及
び
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
使
用
料
が
１
０
８

万
円
、
寄
付
金
が
３
４
万
円
、

そ
の
他
雑
収
入
等
が
２
４
万
円

と
な
っ
て
い
ま
す
。 

自
治
会
運
営
及
び
地
域
の
改

善
活
動
は
、
皆
様
か
ら
の
貴
重

な
会
費
収
入
で
行
わ
れ
て
い
ま

す
。 会

費
納
入
に
ご
理
解
ご
協
力

を
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

特
別
会
計
の
期
末
残
高
は
、

合
計
約
１
８
０
０
万
円
と
な
っ

て
い
ま
す 

【
支
出
】 

総
額
１
０
９
０
万
円
で
計
画

し
て
い
ま
す
。「
人
件
費
」
が
２

２
５
万
円
、
「
光
熱
・
水
道
費
」

が
８
８
万
円
、「
営
繕
費
」
が
７

０
万
円
、
「
コ
ピ
ー
機
リ
ー
ス

料
」
・
「
印
刷
コ
ピ
ー
費
」
が
７

２
万
円
な
ど
の
会
館
・
事
務
局

費
関
係
が
全
体
の
５
５
％
、
５

９
９
万
円
余
を
占
め
て
い
ま
す
。 

「
渉
外
等
活
動
費
」
に
は
全

体
の
１
０
％
に
あ
た
る
１
０
７

万
円
を
予
定
し
て
い
ま
す
。 

防
犯
灯
な
ど
の
「
設
備
維
持

関
係
の
費
用
」
は
１
７
％
の
１

８
８
万
円
で
す
。 

行
事
費
に
は
、
夏
祭
り
の
費

用
や
各
専
門
部
活
動
に
１
８
％

の
１
９
６
万
円
が
当
て
ら
れ
ま

す
。 

 

詳
細
に
つ
き
ま
し
て
は
総
会

議
案
書
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。 

 



- 4 - 

 

 
  

～
本
年
度
の
抱
負
～ 

 
 

内
田 

信
宣 

 

 

新
し
い
役
員
さ
ん
も
揃
い
、

新
た
な
ス
タ
ー
ト
と
な
る
わ
け

で
す
が
、
昨
年
よ
り
防
災
に
関

し
て
力
を
入
れ
て
居
り
ま
す
。

引
き
続
き
防
災
の
方
で
は
、
消

火
器
を
揃
え
投
光
機
や
発
電
機

を
整
備
し
て
行
く
方
針
で
す
。 

小
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
で
は
有

秋
南
小
学
校
区
の
５
町
会
で
安

心
・
安
全
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
立

ち
上
が
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
は

各
町
会
で
助
け
合
う
事
で
よ
り

安
心
で
安
全
な
町
創
り
を
考
え

て
お
り
ま
す
。
避
難
場
所
で
あ

る
南
小
の
体
育
館
の
鍵
を
自
治

会
で
預
か
っ
て
お
り
、
こ
れ
か

ら
揃
え
て
行
く
備
品
の
為
に
教

室
の
提
供
も
受
け
て
お
り
ま
す
。 

放
射
線
量
も
心
配
な
処
で
す

が
測
定
し
開
示
し
て
行
く
方
針

で
す
。 

桜
台
の
安
全
・
安
心
を
確
認

し
な
が
ら
、
役
員
さ
ん
達
や
皆

様
の
お
力
添
い
の
下
、
イ
ベ
ン

ト
も
楽
し
い
企
画
を
立
て
た
い

と
思
い
ま
す
の
で
、
特
に
若
い

方
々
の
参
加
を
期
待
し
て
お
り

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
出
来
る
だ

け
多
く
の
方
が
参
加
す
る
事
で
、

盛
り
上
が
り
も
大
き
く
変
わ
り

ま
す
の
で
、
御
協
力
の
程
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

昨
年
は
停
電
も
有
り
ま
し
た

が
、
電
線
の
通
っ
て
い
る
バ
ス

通
り
の
街
路
樹
の
処
理
、
或
い

は
深
城
池
の
草
の
処
理
を
市
の

方
に
何
度
で
も
お
願
い
し
て
行

き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

買
い
物
に
関
し
て
は
残
念
な

が
ら
５
月
で
Ａ
コ
ー
プ
が
閉
店

し
ま
す
。
閉
め
た
後
の
事
も
心

配
の
一
つ
と
成
る
事
と
思
い
ま

す
が
、
農
協
の
方
と
話
し
合
い

し
な
が
ら
、
桜
台
住
人
が
、
少

し
で
も
不
便
が
無
い
様
、
良
い

方
向
に
向
け
て
考
え
て
行
き
た

い
と
思
い
ま
す
。 

役
員
並
び
に
皆
様
の
知
恵
と
、

お
力
を
お
借
り
し
な
が
ら
、
安

心
・
安
全
な
美
し
い
町
を
創
り

た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

 

  副
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て 

鈴
木 

啓
司 

 

 
 

 
 

 
 

（
企
画
担
当
） 

 

 

今
年
度
、
１
丁
目
の
副
会
長

（
イ
ベ
ン
ト
企
画
部
実
行
委
員

長
）
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
ど
う
ぞ

宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

３
年
前
、
１
丁
目
１
区
の
理

事
を
引
き
受
け
、
夏
祭
り
委
員

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
お
か
げ 

で
、
多
く
の
方
々
と
出
会
う
機

会
を
貰
い
ま
し
た
。
副
会
長
を

引
き
受
け
る
に
あ
た
り
、
こ
の

多
く
の
方
々
と
、
出
会
い
、
知

り
合
あ
え
た
こ
と
が
、
私
を
決

心
さ
せ
た
と
言
っ
て
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
は
、
自
治

会
の
行
事
等
を
通
じ
て
も
っ
と

多
く
の
方
々
と
出
会
い
、
『
楽

し
か
っ
た
ね
！
』
っ
て
言
え
る

よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

す
。 そ

し
て
、
桜
台
で
育
っ
た
子

供
達
、
南
小
で
育
っ
た
南
っ
子
、

そ
の
子
供
達
が
、
故
郷
「
桜
台
」

を
自
慢
で
き
る
町
に
し
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
自
治
会
員
皆

様
の
ご
協
力
を
、
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。 

会
長
挨
拶 

副
会
長 

挨
拶 
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副
会
長
就
任
に
あ
た
っ
て 

宮
崎 

栄 

 
 

 
 

 
 

 

（
会
計
担
当
）  

 
 

 
 

平
成
２
４
年
度
の
２
丁
目
副

会
長
（
会
計
担
当
）
を
仰
せ
つ

か
っ
た
宮
崎
で
す
。 

昨
年
は
地
区
長
と
し
て
始
め

て
の
本
部
役
員
を
努
め
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。 

当
初
は
不
案
内
な
こ
と
が
多

く
ど
ぎ
ま
ぎ
も
し
ま
し
た
が
、

生
活
環
境
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

（
兼
部
長
）
と
し
て
、
諸
氏
の

ご
支
援
を
受
け
な
が
ら
な
ん
と

か
活
動
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
本
年
度
は
会
計
担
当
と
し

て
お
役
に
立
ち
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
が
、
総
会
の
挨
拶
で
述

べ
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
お
り
、

限
り
あ
る
資
金
の
運
用
に
お
い

て
、
色
々
工
夫
を
す
る
中
で
、

“
要
る
も
の
は
要
る
”
と
い
う

ス
タ
ン
ス
で
各
専
門
部
等
に
ご

迷
惑
、
ご
苦
労
を
掛
け
な
い
よ

う
に
努
力
し
て
い
く
所
存
で
す
。 

高
齢
化
、
住
民
の
モ
ラ
ル
向

上
、
生
活
の
利
便
性
と
い
っ
た

課
題
を
抱
え
て
い
ま
す
が
、
少

し
で
も
お
役
に
立
て
れ
ば
と
思

い
ま
す
の
で
、
ご
支
援
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 自
治
会
活
動
を
通
じ
交
流
の
場

を
広
げ
よ
う 

西
村 
俊
秀 

 
 

 
 

 

（
総
務
担
当
） 

 

 

２
月
の
三
丁
目
地
区
役
員
会

で
何
と
な
く
副
会
長
を
継
続
す

る
こ
と
が
決
ま
り
、
前
年
度
に

引
き
続
き
総
務
担
当
副
会
長
を

務
め
る
事
と
な
り
ま
し
た
。 

昨
年
は
、
自
治
会
役
員
会
の

仕
切
役
だ
け
で
な
く
、
夏
祭
り
、

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
お
手
伝
い
、

上
総
い
ち
は
ら
国
府
祭
り
へ
の

参
加
、
桜
華
会
、
防
犯
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
へ
の
加
入
、
行
政
窓
口

と
し
て
の
花
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
協
力
等
を
通
じ
多
く
の
方
々

と
の
交
流
が
で
き
ま
し
た
。
ま

た
、
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
殆
ど
で

き
な
か
っ
た
私
が
、
副
会
長
業

務
を
や
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
周

辺
の
皆
さ
ん
を
先
生
と
し
て
、

資
料
等
の
作
成
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
こ
と
は
私
に
と
っ
て

大
き
な
収
穫
で
す
。 

今
年
度
か
ら
、
市
原
市
地
域

福
祉
計
画
に
基
づ
く
「
有
秋
南

小
学
校
区
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」
の
総
務
部
長
も
担
当
す
る

こ
と
に
な
り
、
交
流
の
輪
が
有

秋
地
区
へ
と
広
が
り
ま
す
。
桜

台
自
治
会
員
の
窓
口
と
し
て
有

秋(

桜
台)

地
区
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ

し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

今
年
度
も
可
能
な
限
り
各
種

行
事
に
参
加
し
、
町
会
活
動
を

盛
り
上
げ
る
努
力
を
し
て
参
り

ま
す
、
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い

致
し
ま
す
。 

 本
年
度
の
抱
負
に
つ
い
て 

藤
田 

富
紀
子 

 
 

 
 

 

（
防
災
担
当
） 

 

 
 

 

自
治
会
活
動
も
２
年
目
に
な

り
ま
し
た
。
４
丁
目
副
会
長
の

藤
田
富
紀
子
で
す
。
宜
し
く
お

願
い
し
ま
す
。
年
度
初
め
に
当

た
り
御
挨
拶
も
う
し
あ
げ
ま
す
。 

昨
年
は
、
未
曾
有
の
大
震
災

に
遭
い 

地
域
住
民
の
皆
様
も

防
災
に
対
す
る
関
心
の
深
さ
を
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感
じ
て
い
る
の
で
は
ご
ざ
い
ま

せ
ん
か
。
本
年
防
災
部
を
担
当
、

２
年
目
に
辺
り
益
々
地
域
の

方
々
と
安
心
・
安
全
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
に
ご
協
力
を
頂
き
な
が

ら
職
務
に
当
た
っ
て
い
き
た
い
。 

防
災
部
と
し
て
昨
年
目
標
に

し
て
い
ま
し
た
炊
き
出
し
訓
練

を
本
年
度
は
実
施
し
て
行
き
た

い
。 今

年
度
は
、
新
班
長
さ
ん
に

な
ら
れ
た
方
に
専
門
的
に
仕
事

を
さ
れ
て
い
た
方
も
お
い
で
に

な
り
ま
す
。 

そ
の
方
達
と
共
に
協
力
し
合

い
な
が
ら
進
ん
で
い
き
た
い
。 

１
０
０
文
字
の
幸
福
抄
の
中

に
『
長
寿
社
会
と
は
、
競
争
よ

り
も
協
調
が
、
効
率
よ
り
も
ゆ

と
り
が
、
物
の
豊
か
さ
よ
り
も

心
の
豊
か
さ
が
、
求
め
ら
れ
る

時
代
で
あ
る
。
皆
で
支
え
合
い
、

助
け
合
う
。
わ
ず
か
で
も
い
い
、

自
分
に
は
「
何
が
で
き
る
の
か
」

を
考
え
る
時
代
で
あ
る
。
』

と
・
・
・ 

こ
の
１
年
微
力
な
が
ら
自
分

ら
し
く
町
会
に
貢
献
で
き
る
よ

う
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
の
で
よ

ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。 

 

    

会
員
皆
様
の
ご
支
援
ご
協
力

の
下
、
ご
期
待
に
添
え
る
よ
う

頑
張
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

  ★ 

１
丁
目 

地
区
長 

太
田 

國
夫 

（
文
化
・
体
育
部 

 
 

 
 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
） 

 

  

★ 

２
丁
目 

地
区
長 

 

秋
元 

重
敏 

（
生
活
環
境
部 

 
 

 
 

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
） 

 

★ 

３
丁
目
地
区
長 

神
野 

定
夫 

（
防
犯
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
） 

 

★ 

４
丁
目
地
区
長 

関
口 

英
雄 

（
福
祉
部
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
） 

 
 

 

 

  

地
区
長 

紹
介 

有 秋 南 小 学 校 大 運 動 会 へ の 参 加 の 様 子  
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平成２4年度 役員

役職 氏名 担当分野 役職 氏名

会長 内田  信宣 顧問 江田   昭 ＩＴ担当

西村  俊秀 広報部 アドバイザー 太田  國夫 文化･体育部 アドバイザー

鈴木  啓司 イベント企画部 実行委員長 秋元  重敏 生活環境部 アドバイザー

宮崎   栄 神野  定夫 防犯部 アドバイザー

藤田 富紀子 防災部アドバイザー 関口  英雄 福祉部 アドバイザー

１区 渡辺  晴夫 防災部 部長 １区 中里  綾子 イベント企画部 部長

２区 岡村  周良 福祉部 副部長 ２区 工藤   進 生活環境部 副部長

３区 小川  達夫 イベント企画部 副部長 ３区  森    重雄 広報部 部長

４区 増田  一男 福祉部 部長

１区 藤富 栄次郎 防犯部 部長 １区 石川  雅英 生活環境部 部長

２区 佐藤  正晴 防災部 副部長 ２区 古徳  武夫 文化･体育部 副部長

３区  峙   ツヤ子 イベント企画部 副部長 ３区 斉藤  正徳 文化･体育部 部長

４区 木村  敏夫 広報部 副部長 ４区 梶川   登 防犯部 副部長

会計 青木  三郎 会計 森田  貞夫
監査 江刺   勝 監査 小島 小次郎

平成２４年度 専門部活動計画

自主防災会

１．防災行動力を増すための防災訓練・機能強化
２．会員に対する防災知識の普及と啓発（防災意識の向上）
３．災害時要援護者支援のための個別支援方法策定
４．防災備品の整備と保全
１．一戸一灯運動の推進
２．挨拶、声掛け運動の推進
３．防犯ボランティアパトロール隊への支援協力
４．自主防犯の支援
５．各専門部が企画するイベントに参加推進実行する。
１．美しい町づくり（花いっぱい活動、ゴミの３R）
２．交通環境の整備（青空駐車防止、路線バスの改善等）
３．環境の整備（犬・猫糞防止対策等）
４．各専門部が企画するイベントに参加推進実行する。
１．文化振興の企画と立案
２．団地内の文化活動、交流支援
３．会員の体育及びレクレーションの積極的参加を奨励し、
　　明朗健全なる地域社会の発展を図る。
４．町会行事（夏祭り、フェスティバル等）への積極的参加により、
　　会員とのコミュニケーションを図る。
１．町づくり基本計画への協力(超高齢化社会への対応を基軸に)
２．救命方法の普及推進
３．各種行事（イベント、講習会）への積極的参加
１．自治会及びサークル等の活動・情報を会員に知って頂くため
　　の広報紙を発行する。
２．ホームページ委員会と連携して広報の充実を図る。
３．各専門部と連携して自治会計画及び各種行事の推進に対応
      協力する。
１．イベントを通じて住民相互の親睦と"ふるさと意識"の向上を
      図る。
２．市原市および近隣地域の行事に積極的に参加し、近隣地区
      との交流、友好を図ると同時に、桜台自治会会員の団結力
　　向上に資する。

避難誘導班生活環境部

担当分野

衛生救護班

救出・
  救助班

消火班

　文化
　　体育部

広報部

福祉部

イベント
  企画部

統括班

安全点検班

生活班

活　動　内　容専門部

理事

１丁目

理事

防災部

防犯部

４丁目

３丁目１丁目

２丁目 ４丁目

３丁目

２丁目

地区･分野 地区･分野

全般

会計 ３丁目
副会長

総務

地区長

１丁目

企画 ２丁目

防災 ４丁目
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≪編集後記≫ 

新 年 度 を 迎 え 、 広 報 部 メ ン バ ー も 変

わ り ま し た 。 慣 れ な い こ と も 多 く あ

りましたが、第 1 号の発行に漕ぎ着

けました。 

会 員 の 皆 様 に 楽 し み に し て 頂 け る 紙

面 づ く り に 努 め た い と 考 え て お り ま

す。どうぞ宜しくお願い致します。


